
１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

（２）連結財政状態 

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 
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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  2,379  26.2  17  －  49  －  26  －

22年３月期第１四半期  1,885  △41.2  △218  －  △184  －  △60  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  1  79  －  －

22年３月期第１四半期  △4  02  －  －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  14,595  11,041  73.7  720  29

22年３月期  14,409  11,204  75.8  731  30

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 10,759百万円 22年３月期 10,925百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  －  －  － － － － 3 00  3  00

23年３月期  －  －

23年３月期（予想）  － － － － 3 00  3  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  5,227  14.8  29  －  100  －  70  137.3  4  69

通期  10,156  △1.1  △46  －  104  142.9  112  △27.1  7  50



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．３「その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

（４）発行済株式数（普通株式） 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連

結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 15,058,152株 22年３月期 15,058,152株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 120,145株 22年３月期 118,357株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 14,939,348株 22年３月期１Ｑ 14,946,442株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期におけるわが国経済は、一部に景気の回復傾向は見られたものの、設備投資や雇用情勢、個人消費

に大きな改善は見られず、依然として厳しい状況が続いております。 

 このような状況下におきまして、当社グループの業況を申し上げますと、主要な取引先である自動車業界向けの

鍛工品は、一部に需要回復の動きが見られ増収となりましたが、自動車業界向けの金型は、需要に回復は見られ

ず、依然として低調のまま推移いたしました。一般機械事業は、印刷機械は増収となりましたが、たばこ製造用機

械・装置の受注減少の影響により減収となりました。当第１四半期における連結売上高は2,379百万円（前年同期

比26.2％増）となりました。 

 売上高を報告セグメント別に申し上げますと、次のとおりであります。 

 鍛工品（自動車部品等）は、需要の本格回復には至りませんが、政府の経済対策効果等により、世界同時不況に

よる影響を受けておりました前年同期に比べ、増収となりましたので1,820百万円（前年同期比48.4％増）となり

ました。 

 一般機械は、印刷機械は食品や物流関連等の一部業界からのラベル印刷需要に、下げ止まりや回復の兆しを反映

した顧客の設備更新の動きを受け増収となりました。自動車業界向けの工作機械及び専用機につきましても、前年

同期の需要低迷の反動もあり増収となりました。たばこ製造用機械・装置は、前年度まで堅調な受注を継続してお

りましたが、需要一巡により減収となりました。一般機械全体では385百万円（前年同期比26.7％減）となりまし

た。 

 金型は、自動車業界向けのダイカスト金型は、需要に大きな回復が見られず、厳しい状況が続いておりますが、

前年同期に比べ若干の増収となり、ロータリーダイにつきましても、サニタリー業界及びＩＴ関連向けに需要を伸

ばしましたので増収となりました。金型全体では164百万円（前年同期比33.5％増）となりました。 

 その他（石油類販売等）は需要減により44百万円（前年同期比4.8％減）となりました。 

 収益面では、増収による好影響と経費削減による損益分岐点の引き下げへの継続取り組みにより業績の改善を図

りました結果、営業利益17百万円、経常利益49百万円と、いずれも前年同期の損失計上から改善いたしました。当

四半期純利益は、当社及び一部の国内子会社は厳しい受注状況に対応のため、一部で一時帰休を実施し、雇用調整

助成金を前年度から継続して支給を受けており特別利益に計上いたしております。また、当四半期において資産除

去債務費用及び環境対策引当金を特別損失に計上いたしましたが26百万円と前年同期の損失計上から改善いたしま

した。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は14,595百万円となり、前連結会計年度末に比べ186百万円増加いたしま

した。これは主に現金及び預金の増加及び仕掛品等の棚卸資産の増加によるものであります。 

 負債合計は3,554百万円となり、前連結会計年度末に比べ349百万円増加いたしました。これは主に買掛金の増

加、賞与引当金の増加、退職給付引当金の増加及び資産除去債務会計基準適用による資産除去債務の増加によるも

のであります。 

 純資産合計につきましては11,041百万円となり、前連結会計年度末に比べ163百万円減少いたしました。これは

主に配当金の支払及びその他有価証券評価差額金の減少によるものであります。この結果、自己資本比率は73.7％

となりました。 

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第１四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、4,040百万円となり前

連結会計年度末に比べ358百万円増加いたしました。 

 当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動により得られた資金は474百万円となりました。これは主にたな卸資産の増加額が345百万円あったもの

の、売上債権の減少額が353百万円、減価償却費が132百万円、仕入債務の増加額が126百万円あったことによるも

のであります。営業活動によるキャッシュ・フローは前年同四半期連結累計期間に比べ71百万円減少いたしまし

た。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動により支出した資金は70百万円となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出77百万による

ものであります。投資活動によるキャッシュ・フローは前年同四半期連結累計期間に比べ18百万円支出が減少いた

しました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動により支出した資金は46百万円となりました。これは主に配当金の支払額44百万円によるものでありま

す。財務活動によるキャッシュ・フローは前年同四半期連結累計期間に比べ29百万円支出が増加いたしました。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 今後の見通しにつきましては、各事業とも厳しい状況が続くものと予想しております。 

 このような見通しのもと、当社グループといたしましては、仕事量の確保と経費削減に継続して取組み、損益分

岐点の引き下げによる業績の改善を図り、利益の確保に向け注力してまいります。 

 第２四半期累計期間及び通期の業績予想につきましては、平成22年５月17日に公表いたしました業績予想を修正

しております。 

 詳細につきましては、本日公表の「特別損失の発生及び業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照願います。

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率は前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められる

ため、前連結会計年度末の貸倒実績率を使用して算定しております。 

②棚卸資産の評価方法 

 当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出については、実地棚卸を省略し前連結会計年度末における実地棚卸

高を基礎として合理的な方法により算定しております。 

 また、棚卸資産の簿価切下げについては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿

価切下げを行う方法によっております。 

③固定資産の減価償却費の算定方法 

 固定資産の年度中の取得、売却及び除却等の見積りを考慮した予算を策定しているため、当該予算に基づく年間

償却予定額を期間按分して算定しております。 

④繰延税金資産の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状

況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニ

ングを利用する方法によっております。 

⑤税金費用の計算 

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適

用しております。 

 これにより、営業利益は208千円減少し、経常利益は324千円減少し、税金等調整前四半期純利益は49,033千円減

少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は56,866千円であります。 

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,246,962 3,889,570

受取手形及び売掛金 2,344,754 2,692,065

有価証券 239,423 239,363

商品及び製品 164,272 184,514

仕掛品 1,140,812 882,782

原材料及び貯蔵品 436,528 328,340

繰延税金資産 83,337 80,019

その他 215,554 217,645

貸倒引当金 △65,007 △66,888

流動資産合計 8,806,640 8,447,414

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 759,020 770,878

機械装置及び運搬具（純額） 1,216,839 1,234,913

工具、器具及び備品（純額） 113,161 114,882

土地 1,277,389 1,277,389

建設仮勘定 40,686 38,103

有形固定資産合計 3,407,096 3,436,168

無形固定資産 51,909 52,681

投資その他の資産   

投資有価証券 1,078,044 1,327,903

賃貸用不動産（純額） 1,002,495 997,357

繰延税金資産 240,327 138,892

その他 11,448 11,293

貸倒引当金 △2,645 △2,645

投資その他の資産合計 2,329,670 2,472,801

固定資産合計 5,788,676 5,961,652

資産合計 14,595,317 14,409,066



（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,859,893 1,744,375

未払法人税等 19,413 48,188

賞与引当金 192,788 128,488

受注損失引当金 50,100 28,000

その他 265,118 207,277

流動負債合計 2,387,313 2,156,331

固定負債   

退職給付引当金 877,576 835,030

役員退職慰労引当金 101,636 98,786

環境対策引当金 9,000 －

受入保証金 121,437 114,343

資産除去債務 56,866 －

その他 399 283

固定負債合計 1,166,916 1,048,443

負債合計 3,554,230 3,204,774

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,525,309 1,525,309

資本剰余金 1,149,173 1,149,173

利益剰余金 7,677,677 7,695,747

自己株式 △38,329 △38,025

株主資本合計 10,313,831 10,332,204

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 434,703 584,302

為替換算調整勘定 11,219 8,940

評価・換算差額等合計 445,922 593,242

少数株主持分 281,332 278,844

純資産合計 11,041,086 11,204,291

負債純資産合計 14,595,317 14,409,066



（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 1,885,433 2,379,094

売上原価 1,839,530 2,082,456

売上総利益 45,902 296,637

販売費及び一般管理費 264,213 279,193

営業利益又は営業損失（△） △218,310 17,443

営業外収益   

受取利息 1,710 1,217

受取配当金 6,167 6,827

不動産賃貸料 56,773 48,007

その他 4,834 4,941

営業外収益合計 69,485 60,993

営業外費用   

支払利息 108 －

不動産賃貸費用 33,060 27,922

その他 2,446 1,254

営業外費用合計 35,615 29,177

経常利益又は経常損失（△） △184,439 49,260

特別利益   

貸倒引当金戻入額 4,202 1,905

補助金収入 77,663 50,027

その他 － 1,215

特別利益合計 81,866 53,148

特別損失   

固定資産除却損 86 32

環境対策引当金繰入額 － 9,000

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 48,708

特別損失合計 86 57,740

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△102,660 44,668

法人税等 △42,792 13,056

少数株主損益調整前四半期純利益 － 31,611

少数株主利益 171 4,861

四半期純利益又は四半期純損失（△） △60,038 26,750



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△102,660 44,668

減価償却費 153,333 132,116

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,901 2,850

退職給付引当金の増減額（△は減少） 47,374 42,545

賞与引当金の増減額（△は減少） 50,621 64,299

受注損失引当金の増減額（△は減少） 22,900 22,100

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,013 △1,881

受取利息及び受取配当金 △7,877 △8,045

支払利息 108 －

固定資産除却損 86 32

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 48,708

売上債権の増減額（△は増加） 654,487 353,703

たな卸資産の増減額（△は増加） △244,150 △345,547

仕入債務の増減額（△は減少） △231,970 126,267

その他の資産の増減額（△は増加） 4,168 △6,070

その他の負債の増減額（△は減少） 193,413 28,533

小計 538,720 504,282

利息及び配当金の受取額 7,857 8,035

利息の支払額 △84 －

法人税等の支払額 △92 △37,735

営業活動によるキャッシュ・フロー 546,402 474,582

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △112,924 △82,945

定期預金の払戻による収入 70,207 84,524

有形固定資産の取得による支出 △50,694 △77,149

投資有価証券の取得による支出 △1,125 △1,145

貸付金の回収による収入 1,080 －

その他 4,074 6,289

投資活動によるキャッシュ・フロー △89,381 △70,425

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △14,400 －

自己株式の取得による支出 △151 △304

配当金の支払額 △38 △44,923

少数株主への配当金の支払額 △2,189 △1,196

財務活動によるキャッシュ・フロー △16,779 △46,423

現金及び現金同等物に係る換算差額 14,141 729

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 454,382 358,462

現金及び現金同等物の期首残高 2,609,379 3,682,069

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,063,761 4,040,531



 該当事項はありません。 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

〔所在地別セグメント情報〕 

 前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

 全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載 

を省略しております。 

〔海外売上高〕 

 前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

 海外売上高は、 連結売上高の10％未満であるため、 海外売上高の記載を省略しております。 

〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、製品や製造方法などに応じて組織された事業本部を本社及び高崎工場に置き、各事業本部は、取り扱

う製品について国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 したがいまして、当社は、事業本部を基礎とした製品別のセグメントから構成されており、「鍛工品」、「一

般機械」、「金型」、「その他」の４つを報告セグメントとしております。 

 「鍛工品」は、車輌部品の製造販売を行っております。「一般機械」は、たばこ製造用機械並びに同装置、産

業機械、工作機械の製造販売を行っております。「金型」はダイカスト金型、ロータリーダイの製造販売を行っ

ております。「その他」は石油類販売、プレス点検、抜き型の製造販売等を行っております。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
鍛 工 品 

（千円） 

一般機械 

（千円） 

金  型 

（千円） 

そ の 他

（千円） 

計 

（千円） 

消去又は全社 

（千円） 

連  結 

（千円） 

売上高 

(1)外部顧客に対する売上高  1,227,013 519,197 122,887 16,333  1,885,433  － 1,885,433

(2)セグメント間の内部売上 

高又は振替高  
 － 6,408 － 30,035  36,444  (36,444) －

計  1,227,013 525,606 122,887 46,368  1,921,877  (36,444) 1,885,433

営業損失  85,488 18,345 110,852 1,814  216,502  (1,808) 218,310



２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日）  

（単位：千円）

（注）１．セグメント利益の調整額△8,466千円には、セグメント間取引消去△326千円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△8,140千円が含まれています。 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であ

ります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

（追加情報） 

 当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平 

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20 

号 平成20年３月21日）を適用しております。 

 該当事項はありません。 

  鍛 工 品 一般機械 金  型 その他 計 
調整額 

（注１） 

四半期連結損益

計算書計上額 

（注２） 

売上高 

外部顧客に対する売上高  1,820,970 377,554 164,033 16,535  2,379,094    － 2,379,094

セグメント間の内部売上 

高又は振替高  
   － 7,771 14 27,617  35,402  △35,402  －

計  1,820,970 385,325 164,047 44,152    2,414,496  △35,402 2,379,094

セグメント利益又は損失 

（△） 
 121,477 △28,441 △67,846 720  25,910  △8,466 17,443

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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